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施策達成状況に関する評価

　条例の制定は、目的であり手段でもあるので、制定の過程や作業において色々な人に理解を得てい
くことが重要な要素と考える。
　よって、後期計画策定に向け、県の条例を検証しながら、町としての方向性を見極めるとともに、プロ
セスを経てから制定の方向性を出すこと。

当施策は、栃木県の男女共同参画推進条例を基本に取り組んでいくことで、町の男女共同参画推進
に寄与できるものと判断した。

栃木県の男女共同参画推進条例に基づいて、町は町女団連や関係団体と連携し、男女共同参画を推進
していく。
お互いに人権を尊重し、ともに支え合い、責任を分かち合い、自立した個人としてその個性と能力を発揮
できるよう、町民の理解を求めていく。そのために継続して啓発活動を推進していく。
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課題と今後の方向性
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施策達成にどう貢献しましたか？（アウトカム）

栃木県の男女共同参画推進条例を運用することで、町の男女共同参画推進条例は制定しない
こととした。
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男女共同参画推進条例の制定

施　策　の　評　価　指　標 年　　度基　　準　　値
指標①：男女共同参画推進条例化検討委
員会の設置

18年度 20年度
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特になし。 住民や事業者が中心となった条例制定検討委員会を設立し、男女共同参画推進条例を制定します。（※「高根
沢町地域経営計画2006」からの抜粋）

家庭、職場、地域において男女の役割意識や、これまでの固定観念を見直し、男女間の差別や不平等のない
社会を築き、地域等の課題解決に対して、男女が共同して参画するまちをつくります。
その実現に向け、住民公募による　男女共同参画条例化検討委員会を設置し、　男女共同参画に対する意識
の高揚、定着化が図られます。
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